
① 猪名川小学校 緊急事態の基本的対応（案）  （令和７年度作成） 

生徒指導担当 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象（被害）者への措置 

○必要に応じて応急処置 

○必要に応じて救急車の要請 

○事実確認（可能な範囲） 

○救急車の同乗（養護教諭） 

  ・付き添い 

  ・搬送先、診断結果報告 

関係（加害）者への措置 

○興奮をおさめる 

○場所を移し、事実確認 

○指導 

周囲への措置 

○動揺を鎮める 

○指示 

○事実確認 

現場の状況確認 

○状況確認 

○写真記録 

○現場保存 

被害者の保護者 

○事実の報告 

○搬送先の病院へ 

教育委員会 

○事実の報告 

○支援要請 

消防署、警察署 

○事実の連絡 

（必要に応じて） 

 

緊急事態（重大事故）の発生・発見、通報の受信 

 

◎現場での事実確認 ⇔ 管理職に報告、対応を指示 

○複数の教員（学年、教頭、生徒指導担当、養護教諭など）が現場に急行 

○現場状況の沈静化 

情報の集約 

対策本部の設置 

（管理職、生徒指導、学年、養護教諭など） 

○事実の整理 

○今後の対応方針 

○役割分担の決定 

○記録 

○報告書の作成（事故報告、問題行動） 

 

 

 

職員への周知 

○情報の共有化（経過報告等） 

○対応方針の説明 

○留意事項等の確認 

○報告書の点検 

 

 

組織的な対応（チームで対応） 

○被害児童・・・聞き取り、継続した心のケア（様子の観察等） 

○被害児童保護者・・・電話連絡、家庭訪問、支援（ＳＣ、ＳＳＷ等の機関につなぐ） 

○加害児童・保護者・・・聞き取り、家庭訪問、個別の指導・支援（ＳＣ、ＳＳＷ等の機関につなぐ） 

○他の児童・・・全体指導など（再発防止等の取り組み） 

学校危機管理の合言葉 

さ…最悪を考えて 

し…慎重に 

す…すばやく 

せ…誠意を持って 

そ…組織的な対応 

 



被害者・加害者等のいじめが起きた集団に対する措置をとる。 

管理職 教育委員会へ報告 

生徒指導担当 いじめ対策委員会の統括、関連機関との連携、報告書の作成 

児童への指導・聞き取り、保護者対応、職員への周知 

担任、学年★ 児童への指導・聞き取り、保護者対応、職員への周知 

報告書の作成 

養護教諭 児童への支援、相談体制（ＳＣ等）の整備 

児童支援 児童への指導・聞き取り、その他児童への配慮 

ＳＳＷ 児童、保護者対応についての助言、関係機関との連携 

ＳＣ 児童への支援（心のケア）、教員への支援・アドバイス 

※問題が同時多発の場合は各学年の生指担当が★に入る。 

 

 

 

 

いじめ情報のキャッチ 

・児童、保護者からの訴え ・生活アンケート ・教育相談  

・周囲からの情報 ・児童間トラブル  など 

・日頃の友だち関係 

 

 

いじめ対策委員会（管理職、生指担、学年、養教、ＳＣ、ＳＳＷ） 

○事実関係の把握といじめか否かの判断 

○重大事案か否かの判断、認知 

② 猪名川小学校 いじめ問題発生時の基本的対応（案）  （令和７年度作成） 

生徒指導担当 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年・生指担・管理職 

チーム会議 

・情報共有 

・聞き取りの指示（必ず複数で） 

・状況確認および各職員から、気になる状況などを集約 

教育委員会 

招
集 

集 

報
告 

いじめの情報入手 

組織的な実態把握 

いじめと認定 

指導方針・体制 

の決定 

組織的な 

指導・支援 

 

第三者委員会 



役割分担の詳細 

校長 
・対策委員会への指示   ・教育委員会への報告・指示を受ける    

・保護者との話し合い（状況による） 

教頭 
・全体の統括    ・学校としてできること、できないことの明確化（校長判断による） 

・保護者との話し合い（状況による）   ・教育委員会への報告 

生徒指導担当 

・いじめ対策委員会の統括、指示    ・対策委員会の記録     

・関係学年、他教員との連携     ・管理職への状況報告、相談    

・保護者対応   ・児童への聞き取り  ・報告書の作成   ・情報の集約    

・職員会議等で情報共有  ・記録をおこなう教員への状況説明   

・補欠配当（必要に応じて） 

担任 

・児童への聞き取り、記録      ・保護者対応 （家庭訪問、電話） 

・管理職、生徒指導担当へ報告、相談、連絡  ・職員への周知 

・児童の様子の観察 

学年、学年団 
・児童への聞き取り、記録 

・保護者対応 

他教員（必要に応じ） 

・必要に応じて児童への聞き取り（記録） 

（基本は、生徒指導担当、学年団で対応するが、人数が足りないときに招集する） 

・自習監督   

養護教諭 
・スクールカウンセラーとの連携   ・保健室で休養を望む児童への配慮 

・保健室での支援 

児童支援担当 
・児童への聞き取り、記録 

・他児童への対応（授業の入り込みなど）  ・自習監督 

ＳＳＷ 
・情報の整理、分析、解決のための計画を立案 

・保護者、教職員に対する支援、相談 

ＳＣ 
・児童へのカウンセリング 

・教職員への支援・アドバイス 

◎配慮事項 

・児童への聞き取り、指導は基本休み時間におこなう。 

・児童の学習保障を大切にする。 

・報告、連絡、相談を大切にする。 

・聞き取りは、複数で対応する。 

・職員への周知は、①初期対応の内容を、生徒指導担当を通して各学年の生徒指導担当を介して周知する。 

              ②対策委員会でおおまかな内容が決まれば、職員会議等で生徒指導担当、担任が周知する。 

・職員室への集合、情報の集約等は、基本中休みや昼休みなどの時間を利用する。（授業には、かぶらない） 

 ※もしかぶってしまった場合は、補欠配当をおこない、空き教員による自習体制をとる。 

   教室に教員が０という環境をなくす。 

・指導、対応は、週をまたがない。 

・解決後は、その後の児童の様子や経過報告を必ず保護者に伝える。 

・児童間暴力、対教師暴力、器物破損等の問題行動の指導においても、この流れ、分担に準ずる。 


